
IBR、BVD-MD、RSなど 

混合ワクチン接種のおすすめ 

 

牛伝染性鼻気管炎(IBR)、牛ウイルス性下痢・粘膜病(BVD-MD)、牛 RSウイルス

病などは、呼吸器症状(鼻汁、肺炎等)、発熱、下痢(MVD-MD)などを呈し、時には

死に至る急性のウイルス病です。冬期に多く発生しますが、春や梅雨時などにも

発生するほか、公共育成牧場で流行することがあります。当所管内でも、昨年度

５戸の農場で牛ＲＳウイルス病が発生しています。 

これらの病気は導入牛が持ち込む場合が多いので、外部から牛を導入する場合

はワクチン接種を確認するほか、同居牛及び導入後の導入牛にも接種することが

大切です。なお、乳用牛、肉用繁殖雌牛など妊娠させる牛については、BVD-MDが

不活化タイプのワクチンを御利用ください。 

ワクチン 料金(円/頭)

アカバネ病 1,400

IBR等5種(BVD-MD生) 1,900

IBR等5種(BVD-MD不活化) 1,900

IBR等6種(BVD-MD不活化) 2,220

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会では、これらのワクチンを取り扱っていますので、

御紹介します。特に、アカバネ病のワクチンは夏前に接種することが大切ですから、

最寄りの獣医師までお早めにお申し出ください。 

 

 

 

 

 

 

アカバネ病ワクチン接種のおすすめ 

 

アカバネ病はヌカカに刺されることによって感染する病気です。妊娠牛が

感染すると、流産、死産あるいは子牛に奇形(関節湾曲、水頭症、体型異常)、

盲目、神経症状などが現れるので、胎子(産子)が和牛や乳用後継牛の場合は

大きな経済損失をもたらします。また、最近では生後感染によるものも報告

されています。 

アカバネ病に治療法はなく、母牛群を毎年ワクチンで免疫しておくことが

大切です。ワクチンはヌカカが発生する夏前までに接種し、 

夏には母牛にしっかりした免疫を付けておきましょう。 
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蚊が出る前にワクチン接種！ 

牛ＲＳウイルス病に

よる呼吸器症状 
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